


























































  1.“消費者”の定着化 
  2.“消費者”の組織化 
  3.“大”きくなることへの調整 
  4.“消費者”の“認識”超越 
5.“消費者”の増加 
があげられる。 
 農業、農村に関わる問題は、生産者側からのアプローチだけでは、有効ではないと思わ
れる。利用者側からのアプローチと「統合」「協働」することによって、“認識”範囲を拡
大、超越し、相補性のなかで相互支援することが求められよう。 
 とくに、“消費者”としての行動が今後求められる。 
  
